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令和７年度第２回島田市廃棄物減量等推進協議会 議事録 

 

日 時 令和７年 10月 29日（金）13時 30分から 15時 00分まで 

場 所 田代環境プラザ ３階 大会議室 

出席者 別紙出欠表のとおり 

 

次 第 

１．開会 

２．あいさつ  櫻井環境課長、草野会長 

 

 議事前の事務局からの前回協議会における質問事項に対する説明 

  第１回協議会におけるごみ処理コストに売電収入は含まれるか否かの質問があり回答

保留となっていたもの。ごみ処理コストの金額は実態調査を引用しているものであるが、

コストは支出として計上するものだけであるため売電収入は含まれていない旨を説明し

た。なお、参考として実態調査では売電収入は収入として計上している旨を報告した。 

 

３．議事 

 （１）協議事項「一般廃棄物処理基本計画 素案について」 

  事務局から以下のとおり計画素案の説明を行った。 

  〇前回計画との変更点では、廃棄物処理編として災害廃棄物処理計画を引用するかたち

で掲載をしていたが、本計画とは個別に策定されているものであるため、今回は掲載し

ない。 

  〇【素案ｐ28】（１）ごみ処理システムの評価では今回計画から国の指針で推奨されて

いる５項目におけるレーダーチャート（県内自治体比）を掲載する。 

  〇【素案ｐ31】（２）達成状況では、前回計画目標値に対する達成状況として、キエー

ロ導入以外は達成している状況にある。なお令和６年度の実績は 14基であった。 

  〇【素案ｐ36】（２）数値目標では、今回計画をベースのまま数値を当てはめたもので

あり、次の４ごみ処理基本計画の取組内容同様に現在各項目について精査を行っている

ため、第３回協議会でアップデートする。 

  〇【素案ｐ38】第３章食品ロス削減推進計画は前回協議会で承認いただいたとおり、一

般廃棄物処理に関するアンケートをもとに、本協議会では当該計画を重点的に協議いた

だくものである。 

   当市における食品ロス量は、県の割合から算出したものであり、計画目標としては国

の目標をもとに設定している。 

   ※算定誤りによる数値の訂正 R17目標値「食品ロス量 1,399ｔ⇒1,355ｔ/年」「１人

１日当たりの食品ロス量 42.3ｇ⇒41.9ｇ/人・日」 

  〇【素案ｐ45～46】では、食品ロス削減のための取組として国の指針でも示されている

期限間近の災害用備蓄食料の配布、フードバンク事業の推進、学校での食べ残しを減ら

す栄養指導等を掲載している。 

   

  意見交換 

  意見①（河村委員）一般廃棄物処理に関するアンケートについて、いい調査ができたか
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と思うが、聞き取りの仕方として「できない・やっていない」を選択

した場合、その理由の項目があれば要因について掘り下げることがで

きたので、あればよりよかった。 

           またアンケートで分別の質問をするのであれば、その際に分別の知

識も学ぶことのできる仕立てであればなおよかった。 

回答①（事 務 局）次回にアンケートをする際の改善事項とさせていただく。 

 

  意見②（田中委員）河村委員の言ったアンケートにおける分別の取組意識結果を踏まえ

別途、分別方法について広報誌等で周知すればいいのではないか？ 

（河辺委員）アンケート結果を受けてどうしていくかが重要である。 

  回答②（事 務 局）細かな分別方法は出前講座で自治会等に周知させていただいている

ところであるが、ご意見のとおり広報媒体等での周知を検討させてい

ただく。 

 

  意見③（草野会長）ごみ収集カレンダーには細かな分別方法までは書いていない。 

（河村委員）カレンダー内の分別辞典の内容をより具体的にすれば？ 

ホームページ上で調べやすくすることも一案である。 

  回答③（事 務 局）ホームページにごみ収集カレンダーは掲載しているが、カレンダー

がそのままページにあるだけのため、現在ごみ分別の検索性及び利便

性を向上させるため公式 LINEの活用を検討している。 

 

  意見④（田中委員）食品ロスについて事業者と懇談する機会はあるか？ 

  回答④（事 務 局）商工会議所や商工会等を通じて啓発をする機会を検討している。 

 

  意見⑤（河村委員）ごみの有料化については近隣市町が続々と導入する中で、島田市は

最後の最後まで有料化せずに褒められるような市にしてもらいたい。  

ごみ減量については事業者も入れて官民共同で取り組むことが重

要であるが、市民だけに強いるのではなく行政も全体で取組むべき。 

  回答⑤（事 務 局）現在、ごみ減量をしなければ有料化をせざるを得ないという観点で

啓発をさせていただいているが、当然のことながら行政全体としてコ

スト意識を持ちながら、経費削減に努めていく必要がある。 

           また収集・焼却・処分までの処理コストが 16 億円、資源売払い、

売電等の収入は約２億円であり、その差を補うためには、ごみの有料

化は即効性のあるものであるが、まずは市の無駄を削り健全な財政経

営をしていくことが重要である。 

 

意見⑥（川邉委員）買い物に何回も行けない高齢者は一括で買うため、なかなか計算し

て買えと言えない。ロスはどうしても出てしまう。 

コンビニの弁当も賞味期限切れ間近のもの大量に廃棄している。 

     （田中委員）恵方巻は大量廃棄が一時期問題となり現在は予約制となり、回転ず

しは寿司自体が回らなくなるようになるなど、事業者は個別に企業努

力をしていただく必要がある。 

事業系は自分たちが立ち入れる領域ではないため、まずは家庭系で
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身近なものから取り組んでいく必要がある。 

 

回答⑥（事 務 局）一口に食品ロスといっても捨てる人の立場によって状況はそれぞれ

異なる。特に事業者は利益を追求する必要性から経営判断としてやむ

を得ず廃棄せざるを得ないものもあるため、事業系も家庭系もできる

ところから取組必要がある。 

 

  意見⑦（草野会長）フードバンクはどこでやっているかわからない。 

  回答⑦（事 務 局）本庁、公民館で設置されている。知らない方も多いと思われるため、

計画にはフードバンクの PR強化について加えていきたい。 

 

  意見⑧（河村委員）廃食用油はびんに芯を入れて災害時等の明かりにできる。 

（田中委員）そもそも家では油を出さないようにしている。 

     （川邉委員）地元の公会堂に収集に来てもらえたら回収量も増えるのでは？ 

  回答⑧（事 務 局）市で収集した廃食用油は売買契約により再生資源として買い取られ

る。市の収入となるため用途がなければ回収場所に出していただきた

い。現在市役所や公民館等に回収ボックスを設置しているが、利便性

を高めるためにも回収場所については適宜検討していく必要がある。 

 

 （２）報告事項「資源ごみの分別方法について」 

   10 月１日から運用している陶磁器とガラス・蛍光灯の分別収集化について報告を行

った。今回から新たにガラス・蛍光灯用の黄緑コンテナが追加され、地域の集積所で分

別をお願いしているが、特段混乱もなく対応していただいている。 

 

  ⇒報告事項については質疑なし 

 

４．その他 

次回の開催日程については素案の修正進捗状況により 12 月の日程で調整し開催すること

とした。 

 

  

以上 


